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第一部 【企業情報】
　

第１ 【企業の概況】
１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第47期
第３四半期
連結累計期間

第48期
第３四半期
連結累計期間

第47期

会計期間
自 2019年４月１日

至 2019年12月31日

自 2020年４月１日

至 2020年12月31日

自 2019年４月１日

至 2020年３月31日

売上高 （百万円） 123,339 130,572 159,145

経常利益 （百万円） 11,500 17,320 12,476

親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

（百万円） 7,104 9,669 7,135

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 7,304 10,116 5,981

純資産額 （百万円） 134,312 139,554 132,991

総資産額 （百万円） 413,942 431,278 400,833

１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 66.37 90.32 66.65

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） 61.09 83.20 61.29

自己資本比率 （％） 31.2 31.2 31.9
 

 

回次
第47期
第３四半期
連結会計期間

第48期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2019年10月１日

至 2019年12月31日

自 2020年10月１日

至 2020年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 14.99 37.11
 

(注) １.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３.　１株当たり四半期（当期）純利益金額は、自己株式数控除後の期中平均発行済株式数に基づいて算出して

おります。なお、自己株式数には、信託が保有する当社株式を加算しております。

 
２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内

容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
　

※当第３四半期連結累計期間はコロナ禍において「実績」を重視するため、「前年同期」との比較を行っておりま

す。

(1)　財政状態及び経営成績の状況

 前第３四半期
連結累計期間
(実績)

当第３四半期
連結累計期間
(実績)

前年同期比

売 上 高 123,339百万円 130,572百万円 +5.9％

営 業 利 益 11,035百万円 15,350百万円 +39.1％

経 常 利 益 11,500百万円 17,320百万円 +50.6％

親会社株主に帰属する
四半期純利益

7,104百万円 9,669百万円 +36.1％
 

〔前年同期比〕

新型コロナウイルス感染症拡大に伴う緊急事態宣言の発令、その後の施設クローズや個人消費自粛などによる影

響を、ホテル運営、会員権販売、検診施設運営等の各事業において大きく受けましたが、「横浜ベイコート倶楽

部」開業に伴う不動産収益の一括計上により増収増益となりました。なお、特別損益において、「新型コロナウ

イルス感染症による損失」を計上しております。

 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大に伴い、経済活動

が縮小し、多くの企業が事業活動の制限を余儀なくされております。依然として、収束が見通せない中で、先行き

は極めて不透明な状況であります。

このような状況下、当社グループの当第３四半期連結累計期間の状況は、４月～６月にかけて、国内の新型コロ

ナウイルス感染症拡大に伴う不要不急の外出の自粛や訪日外国人旅行者の著しい減少等により、会員権事業におい

て会員権販売の営業活動が制限され縮小したこと、ホテルレストラン等事業において、ホテル等施設のクローズを

行ったこと、メディカル事業において、健診施設のクローズやシニアレジデンスへの新規入居が鈍化したことな

ど、当社グループの事業活動へ大きな影響を与えております。このような環境下、７月～12月においては、「会員

制」の事業を中心とした営業活動が底堅く推移しました。海外渡航ができない中、政府主導の「GoToキャンペーン

事業」などにより国内旅行等に対する人の動きが戻りつつあり、高級リゾートへのニーズの高まりや、医療機関へ

出控える中での健康への意識や会員制医療サービスへのニーズの高まりにより、ハイグレードなホテル会員権や、

高額な旅行プランの販売、メディカル会員権の販売が想定以上に好転しました。また、９月には、予定通り「横浜

ベイコート倶楽部」「ザ・カハラ・ホテル＆リゾート 横浜」が開業を迎え、繰り延べられていた不動産収益を一括

計上いたしました。

コロナ禍においても、会員様から継続的にホテルの利用や会員権見込み客の紹介をいただき、会員制ビジネスの

強みを再認識するとともに、会員様、顧客の期待に応えるべく、当社グループ独自の３密対策や、メディカル事業

での知見を活かした情報提供、会員様への電話相談などの実施のほか、「会員制の基本」に立ち返り、人と人との

つながりを強く、太くすることで、ニューノーマルに対応した当社グループの一生涯戦略を推進しております。
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上記のとおり、新型コロナウイルス感染症拡大の影響や会員制ホテルの開業に伴う収益認識等により、売上高は

130,572百万円（前年同期比5.9％増）、営業利益は15,350百万円（前年同期比39.1％増）、経常利益は17,320百万

円（前年同期比50.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は9,669百万円（前年同期比36.1％増）となりまし

た。

セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

 
(会員権事業)

 前第３四半期
連結累計期間
(実績)

当第３四半期
連結累計期間
(実績)

前年同期比

売  上  高 30,053百万円 55,219百万円 +83.7％

セグメント利益又は損失（△） 10,512百万円 19,271百万円 +83.3％
 

会員権事業におきましては、2020年９月に「横浜ベイコート倶楽部」が開業を迎え、繰り延べてきた不動産収益

を一括計上したこと、および、海外渡航制限などによりニーズの高まったハイグレードなホテル会員権の販売が好

調に推移したことなどにより増収増益となりました。

なお、４月～６月にかけては、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、特に首都圏での営業活動が制限さ

れ、強みである対面営業が行えないことなどにより、前年同期に比べて会員権の販売量は減少しました。このよう

な環境下でテレワーク等の新たなセールススタイルへの対応やＷＥＢ経由やビジネスパートナー経由など新たな販

売チャネルの研究など未来志向の挑戦を続けております。

 
(ホテルレストラン等事業)

 前第３四半期
連結累計期間
(実績)

当第３四半期
連結累計期間
(実績)

前年同期比

売  上  高 63,607百万円 45,710百万円 △28.1％

セグメント利益又は損失（△） 2,130百万円 △2,650百万円 －％
 

ホテルレストラン等事業におきましては、４月～６月における新型コロナウイルス感染症拡大に伴う不要不急の

外出の自粛要請等の影響で施設をクローズしたこと、旅行や観光への消費者マインドの低下、特に法人従業員や団

体、婚礼、宴会、会議等の利用の減少などにより、ホテル稼働率が減少したこと、特に一般ホテルにおいては、訪

日外国人旅行者やビジネス利用客の著しい減少の影響を受けたことなどにより減収減益となりました。一方で７月

以降、会員制の施設運営に対して安心感を感じていただくなど、ホテル稼働が回復基調にある中、政府主導の

「GoToキャンペーン事業」などによる旅行ニーズの高まりも後押しとなり、高額なプランの販売が好調で消費単価

は上昇傾向にあります。このような環境下で、メディカル事業の知見も活用した当社グループ独自の３密対策を行

うなど、会員制らしい安心安全の追求を行い事業の持続的な価値創出を続けております。

 
(メディカル事業)

 前第３四半期
連結累計期間
(実績)

当第３四半期
連結累計期間
(実績)

前年同期比

売  上  高 29,177百万円 29,128百万円 △0.2％

セグメント利益又は損失（△） 4,441百万円 4,193百万円 △5.6％
 

メディカル事業におきましては、総合メディカルサポート倶楽部「グランドハイメディック倶楽部」の会員増加

に伴う年会費収入等の増加のほか、シニアレジデンスの運営や、健診事業等が成長しておりますが、新型コロナウ

イルス感染症の拡大に伴い、会員募集、入居者募集の営業活動が制限されたこと、健診施設では施設のクローズを

行ったことなどにより減収減益となりました。一方で健康志向の高まりから「会員制医療サービス」が注目され、

メディカル会員権の販売は好調に推移しております。このような環境下で、グループ事業への情報提供や支援によ

るシナジー創出へ貢献しながら最先端の医療・介護サービスの創造を続けております。
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(その他）

 前第３四半期
連結累計期間
(実績)

当第３四半期
連結累計期間
(実績)

前年同期比

売  上  高 499百万円 513百万円 +2.8％

セグメント利益又は損失（△） 427百万円 429百万円 +0.4％
 

「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業、別荘管理業等を含ん

でおります。

 
（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は431,278百万円（前連結会計年度比7.6％の増加）となりました。これ

は、前連結会計年度末に比べ、仕掛販売用不動産が 8,626百万円減少した一方で、現金及び預金が 13,387百万

円、営業貸付金が 3,023百万円、有価証券が 18,499百万円、投資有価証券が 1,679百万円、新たなホテルの開業

などにより有形固定資産合計が 5,335百万円、それぞれ増加したことなどによるものであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は291,724百万円(前連結会計年度比8.9％の増加）となりました。これ

は、前連結会計年度末に比べ、前受金が 19,863百万円減少した一方で、一年以内返済予定長期借入金が 17,833

百万円、長期借入金が 14,445百万円、それぞれ増加したことなどによるものであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は139,554百万円（前連結会計年度比4.9％の増加）となりま

した。これは、前連結会計年度末に比べ、利益剰余金が 6,202百万円増加したことなどによるものであります。

その結果、当第３四半期連結会計期間末における自己資本比率は31.2％となりました。

 

(2)　資本の財源および資金の流動性についての分析

　　 当第３四半期連結累計期間における資本の財源および資金の流動性の重要な変更はありません。

 
(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

 

(4)　研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は124百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

(5)　経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

わが国における今後の経済情勢につきましては、新型コロナウイルス感染症の世界的な拡大による経済活動への影

響が計り知れない状況にあり、自粛を背景に需要が減退し、経済は急速に悪化することが予想されます。

観光産業の動向においては、2019年９月から11月にかけて開催された「ラグビーワールドカップ2019日本大会」や

「2020 東京オリンピック・パラリンピック競技大会」の開催に向けて国内観光の環境整備が推進されることで、ビジ

ネス機会は増大し、市場拡大が見込まれておりましたが、2020年３月以降、新型肺炎感染拡大に伴い、オリンピック

の開催延期、訪日外国人旅行者の著しい減少や、不要不急の外出自粛要請など、観光産業の基幹産業化、観光立国の

実現に向けては非常に厳しい道のりが予想されます。また、依然として、少子高齢化、労働人口減少による人材不足

は喫緊の課題であります。また、ヘルスケア産業の動向においては、高齢化率が急速に高まっていく中で、社会保障

給付費や年間医療費が増大しており、生活習慣病や健診未受診者の改善のために、予防・健康管理や地域に根ざした

ヘルスケア産業の創出は、「生涯現役社会」の構築に向けた大きな課題となっております。

このような環境に即し、当社グループは、2018年４月～2023年３月の５年間を対象とした、中期経営計画「Connect

50 ～ご一緒します、いい人生～」を策定し、実行しております。

本中期経営計画においては、各事業で築き上げた「唯一無二のブランド」をしっかりと守りつつ、グループのシナ

ジー効果を最大限に発揮することでより強固でハイグレードなグループブランドを実現する「グループ経営」を基盤

として、お客様がより良い人生を健康で楽しく、より永く過ごせるよう寄り添い、「一生涯」を通じてお付き合いし

ていただけるグループになることを目指しております。
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その達成に向けた重点施策として、経営理念を体現し、お客様へ最適な提案が行える「ブランド社員」の育成を目

指す教育・研修投資や、お客様と向き合う時間を増やし、社員がイキイキと楽しく働ける環境を構築することで、生

産性と創造性の向上を目指す「働き方改革」へ向けたデジタル化投資を積極的に行ってまいります。

これからも、グループの強みである「会員制らしさ」や、お客様とのつながりを活かしたテーラーメイドな高付加

価値サービスなど、これまで培った叡智を結集して、「余暇（旅行等）」「健康」分野のマーケットに拡がる事業機

会を好機と捉え、更なる付加価値を創出し続けるとともに、「会員制医療サービス」を充実し、がん、その他基礎疾

患に対する「予防医療」の分野に力を入れて取り組んでまいります。

リゾートトラストグループは、創立50周年の節目に向かって、より一層、グループの力を結集して取り組みなが

ら、「環境・社会・ガバナンス」において社会的責任を果たし、持続的な成長を目指した経営を続けてまいる所存で

す。

なお、新型コロナウイルス感染症の拡大による市場影響等の見通しが極めて不透明でありますが、会員権事業にお

いては、対面営業ができない影響で一部「新規契約」向けのセールスを休止し、テレワークなどの新たなセールスス

タイルで営業を続けました。2020年５月以降は西日本から順に通常セールス体制に戻ってまいりました。ホテルレス

トラン等事業では、会員制ホテル（エクシブ）において、2020年３月の稼働室数は予約キャンセルなどあり、前年同

期比で約30％減少、2020年４月は緊急事態宣言を受けて施設を一部クローズし、営業施設を集約しつつ、最大限に感

染症対策を図りホテル運営を継続しましたが、外出自粛要請もあり、稼働室数は約80％～90％減少で稼働率としては

10％程度で推移し、さらに、５月にかけての大型連休では、全館クローズも行いました。その後は当社グループなら

ではの感染症対策を行い、運営を行っております。また、米国ハワイ州の「ザ・カハラ・ホテル」では、州政府の要

請・指示に従い2020年３月末から５月にかけて臨時クローズを余儀なくされました。メディカル事業においては、ク

リニックの運営やシニア施設入居者募集に影響があり、シニア施設の入居率は87.9％に留まりました。４月以降もシ

ニア施設の見学等が難しく、入居率改善のハードルになっていた状況です。グループにおける従業員に対しては、休

業中でも給与の80％を休業補償とし、雇用維持に努めているほか、役員報酬の一部返上・減額、各種費用縮減、固定

費削減など経営の安定化、安全性の維持を行いました。資金繰りについては、特別融資などの有利な条件の借入を行

いながら、コミットメントライン借入枠に更に50億の追加を行い、計850億を維持しつつ、キャッシュ・フロー重視の

経営をバランスよく行っている状況であります。

当社グループは、このような時だからこそ、会員様を始めとするお客様に寄り添い、「会員制の基本」に立ち返

り、信頼関係の維持、向上に努めるとともに、メディカル事業の「予防」や早期治療を目指す「早期診断」で培った

ノウハウと情報の利活用を行い、お客様の健康に関わる課題の解決も積極的に行ってまいります。

 
３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 150,000,000

計 150,000,000
 

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(2020年12月31日)

提出日
現在発行数(株)
(2021年２月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 108,520,799 108,520,799

東京証券取引所
（市場第一部）
名古屋証券取引所
（市場第一部）　

単元株式数は100株
であります。

計 108,520,799 108,520,799 － －
 

(注)提出日現在発行数には、2021年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行された

株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 
② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

2020年12月31日 ― 108,520 ― 19,590 ― 19,238
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（2020年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

2020年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）   

12,966
－

　普通株式 1,450,900

完全議決権株式（その他） 普通株式 106,888,900 1,068,889 －

単元未満株式 普通株式 180,999 － －

発行済株式総数  108,520,799 － －

総株主の議決権  － 1,081,855 －
 

(注) １.　「完全議決権株式(その他)」及び「単元未満株式」の欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が

それぞれ4,600株(議決権46個)及び40株含まれております。

２.　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式70株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

2020年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）
リゾートトラスト株式会社

名古屋市中区東桜二
丁目18番31号

154,300 1,296,600 1,450,900 1.34

計 － 154,300 1,296,600 1,450,900 1.34
 

（注）他人名義で所有している理由等

ＥＳＯＰ「株式給付信託（株式給付型プラン・業績連動型プラン）」及び株式給付信託（ＢＢＴ）の信託財産

として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）（東京都中央区晴海１丁目８-12）が所有しております。

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２.　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から2020年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 21,164 34,551

  受取手形及び売掛金 8,233 ※２  9,976

  営業貸付金 53,549 56,573

  有価証券 499 18,998

  商品 1,167 1,029

  販売用不動産 22,077 18,753

  原材料及び貯蔵品 1,014 1,401

  仕掛販売用不動産 12,357 3,730

  その他 6,232 5,302

  貸倒引当金 △1,000 △1,074

  流動資産合計 125,296 149,242

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 103,562 119,407

   機械装置及び運搬具（純額） 2,621 2,478

   コース勘定 7,634 7,635

   土地 44,886 49,242

   リース資産（純額） 13,721 12,920

   建設仮勘定 16,885 2,379

   その他（純額） 4,436 5,018

   有形固定資産合計 193,748 199,084

  無形固定資産   

   のれん 3,094 2,648

   ソフトウエア 4,969 4,404

   その他 2,516 2,393

   無形固定資産合計 10,580 9,447

  投資その他の資産   

   投資有価証券 36,016 37,695

   関係会社株式 1,368 1,328

   長期貸付金 5,743 6,348

   退職給付に係る資産 235 －

   繰延税金資産 8,918 8,759

   その他 19,536 19,850

   貸倒引当金 △611 △477

   投資その他の資産合計 71,208 73,504

  固定資産合計 275,537 282,035

 資産合計 400,833 431,278
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,117 1,696

  短期借入金 － 1,314

  1年内返済予定の長期借入金 8,107 25,941

  1年内償還予定の社債 150 150

  1年内償還予定の新株予約権付社債 － 29,738

  リース債務 1,212 1,176

  未払金 6,861 6,934

  未払法人税等 1,785 4,567

  未払消費税等 1,929 1,772

  前受金 22,028 2,165

  前受収益 17,002 21,939

  債務保証損失引当金 52 50

  ポイント引当金 588 1,171

  その他 6,356 7,117

  流動負債合計 67,192 105,736

 固定負債   

  社債 300 225

  新株予約権付社債 29,770 －

  長期借入金 31,016 45,461

  リース債務 13,538 12,712

  繰延税金負債 376 391

  役員退職慰労引当金 2,099 2,149

  株式給付引当金 1,803 1,989

  退職給付に係る負債 2,231 2,543

  長期預り保証金 31,870 31,065

  償却型長期預り保証金 69,898 71,380

  その他 17,744 18,067

  固定負債合計 200,649 185,987

 負債合計 267,842 291,724

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 19,590 19,590

  資本剰余金 21,767 21,701

  利益剰余金 88,294 94,496

  自己株式 △1,802 △1,787

  株主資本合計 127,849 134,000

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 △450 724

  為替換算調整勘定 728 △114

  退職給付に係る調整累計額 △328 △227

  その他の包括利益累計額合計 △50 382

 新株予約権 313 313

 非支配株主持分 4,878 4,857

 純資産合計 132,991 139,554

負債純資産合計 400,833 431,278
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

売上高 123,339 130,572

売上原価 19,366 31,492

売上総利益 103,972 99,080

販売費及び一般管理費   

 給料及び賞与 35,606 32,665

 役員退職慰労引当金繰入額 80 50

 修繕維持費 3,177 2,248

 貸倒引当金繰入額 108 85

 水道光熱費 4,426 3,445

 減価償却費 7,318 6,835

 その他 42,219 38,397

 販売費及び一般管理費合計 92,937 83,729

営業利益 11,035 15,350

営業外収益   

 受取利息 993 792

 受取配当金 60 60

 持分法による投資利益 12 －

 貸倒引当金戻入額 139 141

 債務保証損失引当金戻入額 1 1

 助成金収入 44 1,664

 その他 171 194

 営業外収益合計 1,424 2,855

営業外費用   

 支払利息及び社債利息 446 335

 持分法による投資損失 － 37

 控除対象外消費税等 293 315

 為替差損 114 34

 その他 105 163

 営業外費用合計 960 885

経常利益 11,500 17,320
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           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

特別利益   

 固定資産売却益 － 2

 投資有価証券売却益 147 －

 関係会社株式売却益 － 0

 助成金収入 － 1,497

 特別利益合計 147 1,499

特別損失   

 固定資産売却損 － 0

 固定資産除却損 19 24

 減損損失 － 50

 投資有価証券売却損 144 －

 役員退職慰労金 30 －

 新型コロナウイルス感染症による損失 － ※  3,553

 その他 0 228

 特別損失合計 195 3,856

税金等調整前四半期純利益 11,452 14,964

法人税、住民税及び事業税 3,212 5,670

法人税等調整額 934 △388

法人税等合計 4,146 5,281

四半期純利益 7,306 9,682

非支配株主に帰属する四半期純利益 201 12

親会社株主に帰属する四半期純利益 7,104 9,669
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
　至 2020年12月31日)

四半期純利益 7,306 9,682

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 437 1,175

 為替換算調整勘定 △509 △842

 退職給付に係る調整額 71 101

 その他の包括利益合計 △1 433

四半期包括利益 7,304 10,116

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 7,102 10,103

 非支配株主に係る四半期包括利益 202 13
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

 

(追加情報)

（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積り）

　前連結会計年度有価証券報告書の（追加情報）（新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響に関する会計上の見積

り）に記載した新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定について、重要な変更はありませ

ん。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

１ 保証債務

会員等の金融機関とのローン契約に対して、次のとおり債務保証を行っております。

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

エクシブ会員 8,622百万円 エクシブ会員 7,530百万円

ベイコート倶楽部会員 14,408百万円 ベイコート倶楽部会員 14,563百万円

サンメンバーズフレックス会員 0百万円 サンメンバーズフレックス会員 0百万円

ハイメディック会員 515百万円 ハイメディック会員 369百万円

ゴルフ会員 75百万円 ゴルフ会員 74百万円

クルーザークラブ会員 20百万円 クルーザークラブ会員 14百万円

計 23,641百万円 計 22,554百万円
 

 

上記のほか、連結会社以外の会社の債務に対し、債務保証を行っております。

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

リース債務 43百万円 リース債務 24百万円
 

 
※２ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、満期日に決済が行われたものとして処理しておりま

す。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

を満期日に決済が行われたものとして処理しております。

 
前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年12月31日)

　受取手形 - 0 百万円
 

 

　　(四半期連結損益計算書関係)

※　新型コロナウイルス感染症による損失

新型コロナウイルス感染症の拡大防止の取組として、国内外のホテル施設等において臨時休館及び営業時間の短縮

を実施いたしました。このため、臨時休館等の期間中に発生した固定費負担相当額等（人件費、賃借料、減価償却

費など）を特別損失として計上しております。

 
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

とおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
至 2020年12月31日)

減価償却費 8,140百万円 8,308百万円

のれん償却額 441百万円 446百万円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月27日
定時株主総会

普通株式 2,492 23.00 2019年３月31日 2019年６月28日 利益剰余金

2019年11月８日
取締役会

普通株式 2,492 23.00 2019年９月30日 2019年12月９日 利益剰余金
 

(注)１.　2019年６月27日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金30百

万円が含まれております。

　　２.　2019年11月８日取締役会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金30百万円

が含まれております。

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　該当事項はありません。

 

 
当第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月25日
定時株主総会

普通株式 1,842 17.00 2020年３月31日 2020年６月26日 利益剰余金

2020年11月10日
取締役会

普通株式 1,625 15.00 2020年９月30日 2020年12月７日 利益剰余金
 

(注)１.　2020年６月25日定時株主総会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金22百

万円が含まれております。

　　２.　2020年11月10日取締役会決議による配当金の総額には、信託が保有する自社の株式に対する配当金19百万円

が含まれております。

 

２ 基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日後

となるもの

　　該当事項はありません。

 

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 2019年４月１日 至 2019年12月31日）

 １ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
(注)

合計
会員権事業

ホテルレスト
ラン等事業

メディカル
事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 30,053 63,607 29,177 122,839 499 123,339

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

23 1,461 274 1,759 1,229 2,988

計 30,077 65,069 29,451 124,598 1,729 126,327

セグメント利益又は損失(△) 10,512 2,130 4,441 17,083 427 17,511
 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業、別荘管理業等を含ん

でおります。
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 ２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利    益 金    額

報告セグメント計 17,083

「その他」の区分の利益 427

全社費用（注） △6,475

四半期連結損益計算書の営業利益 11,035
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(のれんの金額の重要な変動)

「メディカル事業」セグメントにおいて、当社子会社トラストガーデン㈱が、㈱シニアライフカンパニーの株式

を取得し、子会社化したことにより、のれんが発生しております。

なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては47百万円であります。

 
 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 2020年４月１日 至 2020年12月31日）

 １ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他
(注)

合計
会員権事業

ホテルレスト
ラン等事業

メディカル
事業

計

売上高       

  外部顧客への売上高 55,219 45,710 29,128 130,058 513 130,572

  セグメント間の内部売上高
又は振替高

24 1,853 170 2,047 1,588 3,636

計 55,244 47,564 29,298 132,106 2,102 134,209

セグメント利益又は損失(△) 19,271 △2,650 4,193 20,815 429 21,244
 

(注) 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸業、別荘管理業等を含ん

でおります。

 

 ２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）

利    益 金    額

報告セグメント計 20,815

「その他」の区分の利益 429

全社費用（注） △5,893

四半期連結損益計算書の営業利益 15,350
 

(注) 全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　（固定資産に係る重要な減損損失）

「ホテルレストラン等事業」セグメントにおいて、施設閉鎖の決定に伴い、当第３四半期連結累計期間に50百万円

の減損損失を計上しております。

 

(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基

礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
 至 2019年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2020年４月１日
 至 2020年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 66円37銭 90円32銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(百万
円)

7,104 9,669

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(百万円)

7,104 9,669

普通株式の期中平均株式数(千株) 107,046 107,069

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 61円09銭 83円20銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する
四半期純利益調整額(百万円)

△22 △22

（うち社債発行差金の償却額等
（税額相当額控除後）(百万円)）　（注１）　

（△22） （△22）

普通株式増加数(千株) 8,884 8,884

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前連結会計年度末から重要な変動が
あったものの概要

── ──

 

(注) １.　社債額面金額よりも高い価額で発行したことによる当該差額に係る当期償却額及び償還差額（税額相

当額控除後）であります。

２.　株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純

利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第３四半期連結

累計期間1,320,553株、当第３四半期連結累計期間1,297,009株であります。

 

(重要な後発事象)

　　該当事項はありません。

 
 

２ 【その他】

第48期（2020年４月１日から2021年３月31日まで）中間配当について、2020年11月10日開催の取締役会において、

2020年９月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議し、配当を行っておりま

す。

①配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　 1,625百万円

②１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　   15円00銭

③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　2020年12月７日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年２月９日

リゾートトラスト株式会社

取締役会  御中

 

有限責任 あずさ監査法人
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名古屋事務所
 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 楠　　元　　　宏 ㊞

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 時　々　輪　　彰　久 ㊞

 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているリゾートトラス

ト株式会社の2020年４月１日から2021年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年10月１日から

2020年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2020年４月１日から2020年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、リゾートトラスト株式会社及び連結子会社の2020年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

全ての重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以　上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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